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平
安
時
代
の
「
後う

し
ろ
み見

」
に
関
す
る
一
考
察

胡　
　
　
　
　

潔

一　

は
じ
め
に

　
「
後う
し
ろ
み見
」
は
、
平
安
時
代
の
文
学
作
品
に
多
く
見
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
1

。

こ
の
言
葉
は
中
世
頃
か
ら
、「
後こ
う
け
ん見
」
と
音
読
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
意
味

も
変
化
し
た
2

。
本
稿
で
は
平
安
時
代
に
用
い
ら
れ
た
「
後う
し
ろ
み見
」
に
限
定
し

て
考
察
す
る
。『
源
氏
物
語
辞
典
』（
北
山
谿
谷
・
平
凡
社
・
一
九
五
七
年
）

で
は
、「
後う
し
ろ
み見
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

�

背
後
に
居
て
（
即
ち
、
付
き
添
ひ
て
）
人
を
助
け
世
話
を
な
す
こ
と
、

又
そ
の
人
。（
後
宮
と
し
て
帝
に
、
臣
下
と
し
て
君
に
対
し
奉
り
、
親

と
し
て
子
に
、
妻
と
し
て
夫
に
、
夫
と
し
て
妻
に
、
女
房
・
乳
母
・
召

使
と
し
て
主
家
の
子
女
に
対
し
て
世
話
を
な
す
場
合
な
ど
、
広
く
用
ひ

ら
れ
た
り
）。

こ
の
説
明
に
よ
る
と
、「
後
見
」
は
、
公
的
に
は
君
主
と
臣
下
の
間
、
私
的

に
は
家
族
間
或
い
は
主
従
間
で
行
わ
れ
た
一
種
の
扶
助
関
係
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
平
安
時
代
の
「
後
見
」
に
関
す
る
言
及
は
、
早
く
か
ら
民
俗
、
宗
教
、

文
学
の
各
分
野
に
散
見
さ
れ
る
が
3

、
正
面
か
ら
そ
れ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
十
世
紀
七
、
八
十
年
代
以
降
の
研
究
に
お
い
て
で

あ
る
。
一
九
八
八
年
に
公
表
さ
れ
た
二
つ
の
論
考
―
倉
本
一
宏
氏
の
「『
栄

花
物
語
』
に
お
け
る
後
見
」
に
つ
い
て
」
と
加
藤
洋
介
氏
の
「
後
見
攷
―
源

氏
物
語
論
の
た
め
に
―
」
4

―
は
、
後
見
に
関
す
る
新
た
な
研
究
の
端
緒
と

な
っ
た
。
倉
本
氏
の
論
考
は
、
す
で
に
山
中
裕
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い

た
、『
栄
花
物
語
』
の
史
観
の
問
題
に
対
す
る
再
考
で
あ
る
。
か
つ
て
山
中

裕
氏
は
、『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
後
見
の
重
要
性
が
繰
り
返
さ
れ
、
敦
康

親
王
が
立
太
子
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
敦
明
親
王
が
東
宮
の
座
か
ら
降
り
た

こ
と
の
理
由
は
、
彼
ら
に
は
「
は
か
ば
か
し
き
御
後
見
」
が
な
か
っ
た
こ
と

に
あ
り
、
そ
れ
が
『
栄
花
物
語
』
史
観
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
5

。
こ
れ
を

受
け
て
、
倉
本
氏
は
『
源
氏
物
語
』
の
後
見
の
用
法
か
ら
、
東
宮
、
皇
子
、

后
妃
、
帝
の
後
見
は
必
ず
し
も
そ
の
血
縁
者
で
は
な
い
と
指
摘
し
、
天
皇
の

「
後
見
」
は
そ
の
外
戚
で
あ
る
と
す
る
『
栄
花
物
語
』
の
史
観
の
特
異
性
を
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指
摘
し
た
6

。
一
方
、
加
藤
洋
介
氏
の
論
考
は
、
物
語
文
学
に
お
け
る
後
見

の
役
割
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
ま
ず
平
安
時
代
の
後
見
に
つ

い
て
、
子
に
対
す
る
親
、
母
方
親
族
、
同
母
兄
弟
、
乳
母
、
母
に
対
す
る
息

子
な
ど
が
本
来
的
な
も
の
だ
と
し
た
上
で
、
物
語
世
界
で
は
こ
う
い
っ
た
本

来
的
な
後
見
の
欠
如
と
獲
得
が
類
型
的
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、
源
氏
物
語
に

至
っ
て
は
、
他
者
の
依
託
に
よ
っ
て
新
た
な
後
見
関
係
が
創
り
出
さ
れ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
物
語
の
状
況
が
切
り
開
か
れ
て
ゆ
く
、
と
指
摘
し
た
7

。
両
氏

の
議
論
に
刺
激
さ
れ
、
三
角
洋
一
氏
、
高
木
和
子
氏
も
次
々
と
論
文
を
発
表

し
、
物
語
世
界
で
描
か
れ
た
人
間
関
係
、
特
に
女
性
と
後
見
の
問
題
に
つ
い

て
自
説
を
展
開
し
た
8

。

　

以
上
の
諸
論
を
概
観
し
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
は
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
、
文
学
作
品
の
用
例
に
依
拠
し
な
が
ら
、
物
語
の
史
観
、
物

語
の
方
法
に
つ
い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
品
に
描

か
れ
た
「
後
見
」
の
諸
相
か
ら
物
語
の
世
界
で
構
築
さ
れ
た
人
間
関
係
や
物

語
の
方
法
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、「
後
見
」
そ
の
も
の
の
成
立
条

件
、
法
則
性
、
時
代
的
特
徴
な
ど
の
全
体
的
な
見
方
は
必
ず
し
も
明
瞭
に
な

ら
な
い
。
か
つ
て
井
上
光
貞
氏
は
平
安
時
代
の
後
見
を
「
私
的
保
護
関
係
に

よ
っ
て
上
下
左
右
に
結
ば
れ
」
た
人
間
関
係
と
し
た
9

。
歴
史
家
な
ら
で
は

の
慧
眼
で
あ
る
。
井
上
氏
の
い
う
「
私
的
保
護
関
係
」
は
恐
ら
く
律
令
制
度

に
よ
る
公
的
関
係
に
対
す
る
私
的
関
係
の
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
実
に
後
見
の

基
本
的
性
格
―
上
下
、
左
右
に
柔
軟
に
伸
張
し
結
ば
れ
る
こ
と
―
を
正
確
に

言
い
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
後
見
関
係
が
い
か
な
る

原
理
に
よ
っ
て
複
雑
に
絡
ん
で
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
井
上
氏

は
触
れ
て
い
な
い
。
も
し
、
こ
の
「
私
的
保
護
関
係
」
の
中
核
を
な
す
も
の

が
、
先
に
見
た
加
藤
洋
介
氏
の
言
う
家
族
・
親
族
関
係
10

で
あ
る
な
ら
ば
、

後
見
と
当
時
の
家
族
形
態
、
結
婚
形
態
と
の
関
連
性
を
解
明
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
従
っ
て
、
本
稿
は
、
ひ
と
ま
ず
文
学
作
品
の
具
体
的
記

述
か
ら
離
れ
、
そ
の
前
段
階
の
作
業
と
し
て
、
婚
姻
居
住
規
制
、
家
族
形
態

を
中
心
に
「
後
見
」
の
基
本
的
性
格
、
基
本
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
家
族
共

同
体
の
成
立
過
程
に
お
け
る
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
な�

お
、
資
料
の
関
係
上
、
本
稿
の
考
察
対
象
は
平
安
時
代
の
貴
族
層
に
絞
る
こ

と
と
す
る
。

二　

後
見
の
基
本
構
造
―
婿
取
婚
と
の
関
連
性
を
中
心
に

　

平
安
時
代
の
結
婚
と
言
え
ば
、「
婿
取
婚
」
つ
ま
り
女
性
の
親
が
男
性
を

婿
に
取
る
と
い
う
婚
姻
形
態
で
あ
る
。
こ
の
婚
姻
形
態
は
、
訪
婚
か
ら
同
居

婚
へ
移
行
す
る
過
渡
期
に
現
れ
た
日
本
独
特
の
形
態
で
あ
る
11

。
居
住
形
態

上
で
は
、
旧
型
の
夫
婦
別
居
と
新
型
の
夫
婦
同
居
の
二
つ
が
並
存
し
て
い
る

が
、両
者
と
も
男
性
が
結
婚
開
始
時
か
ら
女
性
の
も
と
へ
移
動
す
る
（
通
う
）

点
、
子
供
は
母
方
で
育
つ
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
子
供
の
養
育
が
母
方
に

あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
考
え
れ
ば
、
な
ぜ
平
安
時
代
の
後
見

関
係
が
母
方
に
偏
っ
て
い
た
か
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
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は
ま
ず
子
に
対
す
る
親
の
後
見
、
同
母
兄
弟
姉
妹
、
母
方
親
族
の
後
見
を�

「
生
得
的
血
縁
的
後
見
」
と
す
る
12

。
た
だ
、
一
言
に
「
親
」
と
言
っ
て
も
、

母
親
の
後
見
と
父
親
の
後
見
の
違
い
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
ぜ

な
ら
、
当
時
は
別
居
の
家
庭
が
多
数
存
在
し
て
お
り
、
夫
婦
同
居
の
家
庭
も

別
居
を
経
て
か
ら
同
居
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
子
供
に
し
て
み
れ
ば
、
彼

ら
は
通
っ
て
く
る
父
親
と
別
居
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
母
親
と
は
一
体
不

離
の
関
係
に
あ
る
。
母
子
は
社
会
の
最
小
単
位
で
あ
っ
た
13

と
い
う
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
み
れ
ば
、
父
親
と
母
親
の
後
見
は
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
こ
の
違
い
に
つ
い
て
大
し
て
注

意
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
子
供
に
対
す
る
父
親
の
後
見
に
つ
い
て
も

う
す
こ
し
立
ち
入
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

古
代
日
本
の
婚
姻
風
習
の
中
で
、
通
っ
て
く
る
男
性
は
本
来
「
客ま
ら
う
と人
」
で

あ
り
、
必
ず
し
も
身
内
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

観
念
が
質
的
変
化
を
遂
げ
た
の
は
、
平
安
時
代
の
婿
取
婚
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
婿
取
婚
は
、
妻
側
が
や
っ
て
き
た
「
客
人
」
を
承
認
し
、
歓
待
す
る
と

い
う
古
来
の
慣
習
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
「
新
種
」
で
、
妻
方
主
導
の
外
貌
を

取
り
な
が
ら
、
そ
の
内
実
は
男
性
に
よ
る
後
見
―
娘
に
対
す
る
父
親
の
、
妻

に
対
す
る
夫
の
後
見
―
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
っ
た
14

。
こ
の
要
請
の
背
景

に
は
律
令
制
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
男
性
の
政
治
力
、
経
済
力
の
伸
長
と
、
女

性
の
地
位
の
不
安
定
が
あ
っ
た
。
律
令
導
入
の
狙
い
ど
こ
ろ
の
一
つ
は
父
系

の
確
立
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
律
令
国
家
が
中
国
の
官
人

制
度
を
換
骨
奪
胎
し
、
古
代
日
本
社
会
に
適
合
し
た
蔭
位
制
を
創
り
だ
し

た
15

。
こ
の
制
度
は
父
祖
―
子
孫
の
繋
が
り
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
男
女

の
差
も
大
き
く
し
た
。
何
よ
り
も
律
令
官
人
の
主
体
は
男
性
で
あ
っ
た
。
彼

ら
は
位
階
、
官
職
に
よ
っ
て
一
定
の
給
与
が
支
給
さ
れ
、
経
済
的
収
入
源
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
男
性
の
政
治
力
、
経
済
力
は
、
平
安
時
代

に
至
る
と
、
家
庭
―
社
会
の
基
層
的
単
位
―
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
し
か
も
そ
れ
は
真
っ
先
に
子
供
に
対
す
る
「
父
親
の
後
見
」
と
い
う

形
で
顕
在
化
さ
れ
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
も
し
、「
蔭
位
制
」
が
公
的
な

官
人
制
の
中
で
男
性
子
孫
に
対
す
る
父
祖
の
「
蔭
」
即
ち
庇
護
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
な
ら
ば
、「
婿
取
り
」
は
、
私
的
な
生
活
面
に
お
い
て
、
娘
に

対
す
る
親
、
特
に
父
親
の
庇
護
と
し
て
成
立
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
16

。
こ
の
時
代
で
は
父
親
の
後
見
は
、
男
女
子
を
問
わ
ず
、
現
実
的

な
問
題
と
し
て
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
子
供
に
対
す
る
父
親

の
後
見
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
時
代
で
は
父
親
の
政
治

的
、
経
済
的
後
見
が
強
く
要
請
さ
れ
、
そ
れ
は
本
来
的
に
行
わ
れ
て
き
た
母

側
の
後
見
と
相
互
補
完
的
に
行
わ
れ
て
い
な
が
ら
、
完
全
に
同
質
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

婿
取
婚
に
お
け
る
父
親
の
役
割
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
娘
の
許
へ
通
っ
て

く
る
婿
を
我
が
家
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
将
来
わ

が
娘
に
対
す
る
夫
と
し
て
の
、
わ
が
孫
に
対
す
る
父
親
と
し
て
の
後
見
を

促
す
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
所
謂
「
婿
傅
き
」
や
「
本
家
の
い
た
は
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り
」
17

は
、
言
っ
て
み
れ
ば
婿
を
繋
ぎ
止
め
る
、
或
い
は
娘
夫
婦
の
独
立
を

扶
助
す
る
方
策
で
あ
っ
た
。
一
方
、
婿
も
妻
側
（
実
質
的
に
は
そ
の
父
親
）

の
後
見
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
妻
家
の
一
員
と
目
さ
れ
、
将
来
妻
子
を
後

見
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
結
婚
に
よ
っ
て
、
男
性
と

妻
側
（
妻
の
肉
親
）
と
の
間
に
後
見
関
係
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で

は
こ
の
よ
う
な
、
結
婚
に
よ
っ
て
成
立
し
た
夫
婦
間
の
後
見
、
さ
ら
に
夫
と

妻
の
肉
親
の
間
に
成
立
し
た
後
見
を
「
継
起
的
姻
戚
的
後
見
」
と
す
る
。
先

述
し
た
「
生
得
的
血
縁
的
後
見
」
と
の
関
係
は
図
１
の
よ
う
に
な
る
。（
■

は
Ｅ
Ｇ
Ｏ
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
後
見
関
係
）

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
女
性
の
、
後
見
関
係
に
お
け
る
中
継
的

0

0

0

働

き
で
あ
る
。
図
１
の
女
性
（
Ｅ
Ｇ
Ｏ
）
を
例
に
し
て
言
え
ば
、
彼
女
は
父
母

に
と
っ
て
は
娘
で
あ
り
、
夫
に
と
っ
て
は
妻
で
あ
り
、
子
供
に
と
っ
て
は
母

で
あ
り
、
兄
弟
に
と
っ
て
は
姉
妹
で
あ
る
。
Ｅ
Ｇ
Ｏ
を
中
継
点
に
、
彼
女
の

父
母
、
兄
弟
姉
妹
が
彼
女
の
夫
、
子
供
と
の
間
に
相
互
後
見
関
係
が
成
立
す

る
。
逆
に
、
Ｅ
Ｇ
Ｏ
の
兄
弟
を
中
継
点
に
彼
の
妻
や
子
供
と
父
母
、
姉
妹
と

の
間
に
は
後
見
関
係
が
見
ら
れ
な
い
。
Ｅ
Ｇ
Ｏ
の
両
親
が
も
し
孫
︱
息
子
の

子
供
︱
を
世
話
す
る
場
合
は
一
度
養
女
、
養
子
に
す
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
18

。
図
１
を
見
れ
ば
、
女
性
（
母
、
妻
、
姉
妹
）
を
通
し
て
男
性
が
後
見

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
く
こ
と
に
容
易
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
、
当

時
の
後
見
関
係
に
お
い
て
、
男
性
は
流
動
的
で
、
母
族
妻
族
と
結
合
し
や
す

い
特
徴
を
持
ち
、
女
性
が
固
定
的
で
、
中
継
的
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ

（図１）
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る
。
こ
の
こ
と
は
、
平
安
時
代
の
後
見
関
係
を
考
え
る
上
で
最
も
基
本
的
な

視
点
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

平
安
時
代
の
後
見
を
考
え
る
時
に
、
も
う
一
つ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
貴
族
の
階
層
性
で
あ
る
。
貴
族
の
幼
児
の
養
育
の
大
半
は
、
乳
母
や
女

房
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
乳
母
が
養
君
と
深
い
絆
で
結
ば
れ
、

そ
の
多
く
は
母
方
の
親
族
が
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
斎
木
泰
孝
氏

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
19

。「
後
見
」
の
見
地
か
ら
言
え
ば
、
彼
女
達�

は
、
母
親
・
母
方
の
後
見
の
補
完
・
強
化
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
と
言

え
よ
う
。
乳
母
の
み
な
ら
ず
、
貴
族
の
男
子
女
子
を
幼
主
と
し
て
世
話
を
す

る
仕
者
達
も
大
勢
い
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
も
養
育
専
門
の
乳
母
か
ら
日
常

の
世
話
を
す
る
女
房
、
護
身
、
扈
従
を
勤
め
る
随
人
な
ど
、
漸
層
的
な
奉
仕

関
係
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
20

。
主
従
と
い
う
関
係
性
か
ら
、
こ
こ

で
は
こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
後
見
を
一
括
し
て
「
補
佐
的
奉
仕
的
後
見
」
と
す

る
。
幼
主
の
世
話
を
す
る
、
尊
者
に
奉
仕
す
る
と
い
う
後
見
の
一
内
容
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
幼
児
養
育
の
実
態
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
後
見
の
主
要
な
内
容
に
、「
生
得
的
血
縁
的
後

見
」、「
継
起
的
姻
戚
的
後
見
」
さ
ら
に
「
輔
佐
的
奉
仕
的
後
見
」
の
三
つ
が

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
三
者
の
関
係
は
図
２
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で

き
る
。

親子、同母兄弟姉妹

夫婦、妻方親族、婿

図２
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度
は
一
様
に
は
な
ら
ず
、
後
見
関
係
も
そ
の
結
合
度
に
照
応
し
て
多
層
的
に

な
っ
て
い
た
。
当
時
の
男
性
は
一
人
或
い
は
複
数
の
妻
の
家
に
通
う
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
が
生
涯
続
く
か
、
途
中
で
途
切
れ
る
か
、
あ
る
時
期
通
っ
て
か

ら
妻
と
同
居
す
る
か
は
、
種
々
の
要
素
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
、
通
う
期
間
の
長
短
、
通
う
頻
度
の
多
寡
、
さ
ら
に
同
居
か
別
居
か
に
よ

る
差
異
は
、
妻
に
対
す
る
夫
の
、
子
供
に
対
す
る
父
親
の
後
見
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
差
異
は
呼
称
面
に
も
現
れ
る
。
夫
と
同
居
す
る
妻

は
﹁
北
の
方
﹂、
そ
の
子
供
は
「
む
か
ひ
腹
」
と
称
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

別
居
す
る
妻
は
居
住
の
邸
宅
名
で
称
さ
れ
、
そ
の
子
供
は
「
ほ
か
腹
」
と
称

さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
後
見
関
係
に
お
け
る
親
族
関
係
―
父
方
か

母
方
か
、
性
別
―
男
性
か
女
性
か
、
年
齢
―
未
成
年
か
老
年
か
、
官
位
―
ど

の
よ
う
な
位
に
あ
る
か
な
ど
の
諸
問
題
に
は
あ
る
程
度
注
意
が
払
わ
れ
て
き

た
が
21

、
同
居
と
別
居
の
差
異
が
後
見
関
係
の
強
弱
に
影
響
す
る
こ
と
に
も

注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
居
住
上
の
遠
近
関
係
―
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
人
間
の

親
疎
関
係
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
一
つ
の
目
安
と
し
て
有
効
で

は
な
い
か
。
無
論
、
人
に
よ
っ
て
、「
む
か
ひ
腹
」
と
「
ほ
か
腹
」
に
対
す

る
後
見
は
様
々
で
あ
る
が
、
概
し
て
同
居
の
妻
子
は
よ
り
有
利
な
立
場
に
い

る
と
言
え
よ
う
22

。

　

こ
の
よ
う
な
一
夫
多
妻
制
に
よ
る
父
親
の
後
見
の
多
層
性
の
ほ
か
に
、
養

親
子
、
継
親
子
23

と
い
っ
た
擬
制
さ
れ
た
親
子
関
係
も
後
見
の
多
様
性
を
一

三　

後
見
の
段
階
性
と
多
層
性
―
多
妻
婚
と
の
関
連
性
を
中
心
に

　

こ
の
よ
う
に
、「
後
見
」
は
、
律
令
の
よ
う
な
明
文
化
さ
れ
た
規
定
で
は

な
く
、
家
族
関
係
を
中
核
に
周
辺
の
親
族
関
係
お
よ
び
主
従
関
係
を
巻
き
込

み
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
、
複
雑
な
私
的
扶
助
関
係
で
あ
る
。「
後
見
」
は
決

し
て
静
止
状
態
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
決
し
て
一
方
通
行
的
な
も
の
で

は
な
い
。
婿
取
婚
に
お
け
る
継
起
的
姻
戚
的
後
見
の
実
例
を
見
て
も
、
個
別

の
ケ
ー
ス
は
千
差
万
別
で
あ
る
が
、
総
合
的
に
み
れ
ば
お
よ
そ
二
つ
の
段
階

に
分
け
ら
れ
る
。
婿
に
対
す
る
妻
側
の
後
見
が
主
で
あ
っ
た
前
半
期
―
こ
れ

も
親
の
、
娘
に
対
す
る
後
見
を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
が
―
と
、
妻
子
及
び
妻
の
肉
親
に
対
す
る
婿
の
後
見
が
主
で
あ
っ

た
後
半
期
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
後
見
の
交
代
は
、
居
住
上
の
変
化
や
婿
の

官
位
、
経
済
力
の
上
昇
に
も
ほ
ぼ
照
応
し
て
い
る
。
婿
が
ま
だ
若
く
、
官
位

の
低
い
、
経
済
力
を
持
た
な
い
時
期
は
妻
側
の
後
見
を
受
け
る
が
、
あ
る
程

度
官
位
も
上
が
り
経
済
力
が
着
い
た
ら
、
今
度
は
妻
子
及
び
妻
側
の
親
族
の

後
見
を
す
る
。
居
住
形
態
面
で
も
前
半
期
は
訪
婚
か
妻
方
居
住
を
し
、
後
期

は
独
立
居
住
婚
に
入
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
居
住
上
夫
婦
が
独
立
居
住
に

入
り
、
空
間
的
に
妻
の
両
親
か
ら
離
れ
て
も
、
婿
と
妻
の
肉
親
間
の
後
見
関

係
が
存
続
す
る
点
に
、
こ
の
際
な
お
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
婿
取
婚
の
全
段

階
を
通
し
て
見
た
場
合
、
明
ら
か
に
娘
・
婿
に
対
す
る
父
親
（
舅
）
の
後
見

は
先
導
的
で
、
妻
子
・
妻
族
に
対
す
る
夫
の
後
見
は
後
続
的
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
多
妻
婚
が
行
わ
れ
て
い
た
当
時
は
、
男
性
と
妻
達
と
の
結
合
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層
複
雑
に
し
て
い
る
。
継
母
と
継
子
は
、
元
来
生
活
共
同
体
を
異
に
す
る
疎

遠
な
間
柄
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
定
の
条
件
下
で
は
両
者
の
間
に
後
見
関
係

が
成
立
す
る
。
具
体
的
に
は
、
別
居
の
妻
の
子
供
を
父
親
が
引
き
取
る
こ
と

や
父
母
が
再
婚
す
る
こ
と
な
ど
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
母
親
・
母
方
親
族

の
後
見
を
失
っ
た
幼
年
の
子
供
が
別
居
中
の
父
親
に
引
き
取
ら
れ
る
話
の
典

型
に
『
落
窪
物
語
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
落
窪
君
が
あ
る
。
ま
た
父
親
と
別
居
し
て

い
る
母
親
が
健
在
で
も
、
父
親
が
そ
の
娘
を
特
別
に
後
見
し
よ
う
と
思
い
、

母
親
も
娘
に
よ
り
多
く
父
親
の
後
見
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
別

居
の
娘
が
父
親
の
も
と
へ
移
動
す
る
こ
と
が
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
明
石

姫
君
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
先
妻
の
子
供
や
先
夫
の
子
供
は
再
婚
者

同
士
の
同
居
に
よ
っ
て
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
も
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の

紅
梅
大
納
言
と
真
木
柱
の
同
居
体
は
、
こ
の
よ
う
な
再
婚
者
同
士
家
族
の
状

況
を
如
実
に
語
っ
て
く
れ
る
。

四
「
後
見
」
の
活
動
的
性
格
―
個
人
所
有
制
と
の
関
連
性
を
中
心
に

　
「
後
見
」
の
内
容
は
、
日
常
生
活
の
援
助
か
ら
政
治
的
輔
佐
ま
で
広
範
囲

に
亘
っ
て
い
る
が
、
中
で
も
経
済
的
な
援
助
と
し
て
の
後
見
が
大
き
な
比
率

を
占
め
て
い
る
。
経
済
的
援
助
を
考
え
る
際
、
当
時
の
所
有
形
態
に
触
れ
て

お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
古
代
日
本
の
所
有
制
の
特
徴
と
し
て
、
女
性
に
も
所

有
権
が
あ
る
こ
と
、
個
人
所
有
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
24

。
こ
れ

は
、
共
産
制
で
女
性
の
所
有
権
が
基
本
的
に
排
除
さ
れ
る
古
代
中
国
の
所
有

形
態
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
両
社
会
の
、
経
済
所
有
権
に
関
す
る
根
本
的
相

違
は
、
唐
令
の
「
応
分
条
」
を
導
入
し
た
際
に
な
さ
れ
た
一
連
の
改
変
か
ら

も
窺
え
る
。
一
般
的
に
新
し
く
入
っ
た
外
国
法
に
対
し
て
財
産
相
続
法
は
ま

ず
拒
否
反
応
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
25

、
日
本
令
の
応
分
条
は
そ
の

好
例
で
あ
る
。
財
産
分
割
を
す
る
時
に
、
唐
令
で
は
「
兄
弟
均
分
」
が
行
わ

れ
る
の
に
対
し
、
日
本
令
で
は
得
分
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
財
産
は
「
嫡

子
、
嫡
母
、
庶
子
、
妾
、
女
」
な
ど
の
家
族
成
員
に
分
割
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
唐
令
の
均
分
主
義
と
日
本
令
の
異
分
主
義
の
相
違
に
つ
い
て
多
く

の
研
究
者
が
論
じ
て
き
た
が
、「
均
分
」
と
「
異
分
」
の
差
異
に
だ
け
目
を

奪
わ
れ
て
は
、
問
題
の
本
質
を
看
過
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
唐
の
「
兄

弟
均
分
」
は
、
家
族
共
産
制
を
前
提
と
し
た
、
兄
弟
達
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
グ

ル
ー
プ
―
妻
子
、
さ
ら
に
そ
の
子
供
の
妻
子
を
含
ん
だ
同
居
共
産
集
団
―
間

の
均
分
で
あ
っ
て
、
個
人
間
の
均
分
で
は
な
い
。
日
本
令
は
こ
の
よ
う
な

「
兄
弟
均
分
」
の
平
等
主
義
を
排
除
し
た
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
父
子
兄

弟
と
い
う
男
系
を
核
と
す
る
家
族
共
産
制
の
基
盤
を
持
た
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
26

。
家
族
共
産
制
を
前
提
と
し
た
唐
令
と
個
人
所
有
を
前
提
と
し
た
日

本
令
の
家
族
の
あ
り
か
た
の
相
違
こ
そ
、
よ
り
本
質
的
で
あ
り
、
平
安
時
代

の
後
見
関
係
を
考
え
る
時
に
欠
か
せ
な
い
視
点
だ
と
考
え
る
。

　

個
人
所
有
制
は
先
述
し
た
当
時
の
婚
姻
居
住
形
態
に
も
適
し
て
い
る
。
男

子
が
生
家
に
留
ま
ら
ず
、
妻
の
家
へ
通
い
、
住
み
、
さ
ら
に
新
し
い
邸
宅
を

構
え
る
と
い
う
当
時
の
居
住
形
態
は
、
父
子
兄
弟
の
共
産
制
の
形
成
に
適
し
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基
盤
は
荘
園
の
収
入
と
官
吏
と
し
て
朝
廷
か
ら
支
給
さ
れ
る
収
入
で
あ
る
。

当
時
の
荘
園
は
貴
族
自
身
が
管
理
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
下
層
の
領
主
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
即
ち
、
荘
園
経
営
は
、
所
有
者

で
あ
る
貴
族
と
下
層
の
管
理
層
に
よ
っ
て
二
重
、
三
重
に
も
な
る
人
間
関
係

の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
荘
園
経
営
を
管
理
す
る
に

は
男
性
官
僚
の
政
治
的
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
父
権
、
夫
権
の
増
長
と
い
う

視
点
か
ら
み
れ
ば
、
父
・
夫
に
よ
る
財
産
の
管
理
は
、
庇
護
的
支
援
で
あ
る

と
同
時
に
、
経
済
権
を
男
性
の
手
に
集
中
さ
せ
る
一
つ
の
「
方
法
」
で
も
あ�

る
。

五　

後
見
の
公
私
両
面
性
―
摂
関
政
治
と
の
関
連
性
を
中
心
に

　

平
安
文
学
に
お
い
て
、「
後
見
」
が
最
も
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
皇
室
の

男
女
の
場
合
で
あ
る
。
中
で
も
帝
位
に
就
く
話
と
な
れ
ば
、
後
見
の
有
無

は
そ
の
人
の
運
命
に
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
。『
源
氏
物
語
』
の
主
人
公
源

氏
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
こ
の
人
物
が
父
帝
に
最
も
愛
さ
れ
る
皇
子
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臣
籍
降
下
に
な
っ
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
く
母
方
の
後

見
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
平
安
時
代
の
摂
関
政
治
は
摂

政
や
関
白
が
天
皇
の
後
見
と
し
て
実
権
を
握
る
政
治
形
態
で
あ
る
。
八
六
六

年
に
幼
少
で
あ
っ
た
清
和
天
皇
の
後
見
と
し
て
、
そ
の
外
祖
父
の
藤
原
良
房

が
摂
政
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
が
そ
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
幼
少
の
帝
を
母

方
祖
父
（
外
祖
父
）、
或
い
は
母
方
叔
父
が
補
佐
す
る
こ
と
は
、
原
理
的
に

て
い
な
い
。
一
方
夫
婦
間
に
お
い
て
も
（
別
居
、
同
居
を
問
わ
ず
）
別
産
制

が
取
ら
れ
て
い
た
の
で
、
た
と
え
同
居
夫
婦
間
に
お
い
て
で
あ
っ
て
も
強
靱

な
共
産
同
居
体
が
未
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
男
性
の
婚
出
、

夫
婦
別
産
を
容
易
に
し
た
の
は
個
人
所
有
制
で
あ
る
。
個
人
所
有
制
下
で
は

父
子
、
夫
婦
間
の
同
居
共
産
体
が
構
成
さ
れ
ず
、
財
産
が
世
代
ご
と
、
個
人

ご
と
に
分
散
し
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
所
有
単
位
が
「
個
」
だ
か

ら
こ
そ
、
ほ
か
の
「
個
」
と
連
携
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
や
す
い
点
、

財
産
の
移
転
、
譲
与
、
代
替
管
理
な
ど
が
行
わ
れ
や
す
い
点
な
ど
は
看
過
で

き
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、「
後
見
」
は
本
来
的
に
「
庇
護
す
る
」、「
扶

助
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
の
言
葉
で
あ
る
が
、
経
済
上
の
後
見
は
ほ
か
な
ら

ぬ
個
人
所
有
制
下
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
家
族
共
産
制
を
前
提

と
し
た
「
扶
養
」
と
比
べ
れ
ば
理
解
し
や
す
い
。
財
産
の
個
人
所
有
者
が
、

他
の
「
個
」
を
扶
助
す
る
場
合
は
、「
扶
養
」
で
は
な
く
「
後
見
」
に
あ
た�

る
。
扶
養
は
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
見
は
よ
り
柔
軟

に
種
々
の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
の
強
弱
度
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
父
親
や
夫
に
よ
る
財
産
の
代
理
管
理
も
後
見
の
範
疇
に
入
る
が
、
個
人
所

有
制
だ
か
ら
こ
そ
、「
占
有
」
や
「
支
配
」
で
は
な
く
、「
後
見
」
と
い
う
形

に
な
る
の
で
あ
る
。
女
性
の
財
産
が
夫
、
親
、
兄
弟
に
よ
っ
て
代
理
管
理
さ

れ
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
服
藤
早
苗
氏
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
27

。
男
性
に
よ
る
妻
、
娘
、
姉
妹
の
代
替
管
理
が
必
要
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
当
時
の
荘
園
経
営
の
形
態
が
あ
る
。
平
安
貴
族
の
生
活
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は
先
述
し
た
貴
族
社
会
に
見
ら
れ
る
、
幼
少
の
子
供
に
対
す
る
母
方
親
族
の

後
見
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
私
的
後
見
関
係
が
律
令
国
家
と
い

う
公
的
秩
序
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
で
は
、
一
般
社
会
の
そ
れ
と
異

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
一
つ
の
事
実
に
気
づ
く
。
そ
れ
は
、
こ

れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
王
室
以
外
の
貴
族
一
般
社
会
に
お
い
て
、
妻

方
・
母
方
中
心
の
居
住
形
態
を
取
り
な
が
ら
も
、
そ
の
内
部
で
は
男
性
が
次

第
に
家
庭
内
の
主
導
権
を
握
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
王
権
中
枢
部
に

お
い
て
は
、
母
方
・
妻
方
中
心
の
原
理
が
ま
す
ま
す
顕
在
化
し
て
い
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
か
が
今
後

の
課
題
と
な
る
が
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
一
因
は
天
皇
家
と
い
う
特
殊
の

立
場
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
後
見
の
基
本
構
造
は
先
述
し
た

通
り
、
母
方
・
妻
方
に
偏
重
し
て
い
る
。
ま
た
後
見
は
、
経
験
不
足
の
若
年

に
対
す
る
成
年
の
庇
護
行
為
、
尊
者
に
対
す
る
従
者
の
輔
佐
行
為
で
あ
る
。

最
も
尊
い
立
場
に
い
る
天
皇
は
当
然
一
般
貴
族
の
よ
う
に
、
父
と
し
て
、
夫

と
し
て
さ
ら
に
婿
と
し
て
妻
子
や
妻
族
の
後
見
を
し
な
い
。
天
皇
が
専
ら
後

見
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
た
め
、
王
権
を
巡
る
後
見
関
係
も
お
の
ず
か
ら
母

側
・
妻
側
の
ほ
う
に
傾
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
天
皇
の
み
な
ら
ず
、
天

皇
家
の
男
女
も
専
ら
後
見
を
受
け
る
側
で
、
後
見
す
る
側
で
は
な
い
と
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
物
語
か
ら
読
み
取
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

良
房
が
清
和
天
皇
の
摂
政
に
な
る
必
然
性
が
あ
っ
た
。
摂
関
政
治
は
、
外
戚

の
、
後
見
を
通
じ
て
政
治
の
実
権
を
掌
握
し
よ
う
と
す
る
思
惑
と
、
天
皇
の
、

有
力
の
公
卿
達
と
「
ミ
ウ
チ
」
関
係
を
作
り
、
後
見
を
受
け
る
こ
と
で
自
分

の
皇
統
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
思
惑
の
双
方
作
用
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
中
で
明
石
中
宮
が
匂
宮
に
有
力
な
後
見
を
設

け
よ
と
勧
め
た
の
も
、
匂
宮
が
帝
位
に
着
く
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
母
方
・
妻
方
の
後
見
は
、
皇
統
の
父
系
の
樹
立
に
寄
与
し

た
、
と
い
え
よ
う
。
倉
本
氏
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
の
身
内
的
な
権
力
中
枢

は
、
天
皇
、
父
院
（
そ
の
崩
御
後
は
国
母
）
帝
の
外
戚
か
ら
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
28

。
こ
の
よ
う
な
天
皇
を
囲
む
家
族
関
係
即
ち
私
的
身
内

関
係
は
、
こ
の
時
代
の
政
治
に
と
っ
て
第
一
義
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

も
は
や
異
議
を
挟
む
余
地
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、「
朝お
お
や
け廷
の
後う
し
ろ
み見
」
は
い

か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

か
つ
て
今
井
久
代
氏
が
こ
の
「
朝お
お
や
け廷
の
後う
し
ろ
み見
」
は
「
特
定
の
身
内
的
つ
な

が
り
に
よ
る
天
皇
個
人
に
む
け
る
も
の
で
は
な
く
、
国
政
総
体
に
対
し
て
大

局
的
な
後
見
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
29

と
指
摘
し
た
。「
朝お
お
や
け廷
」
は
律
令

国
家
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
天
皇
を
指
す
言
葉
で
あ
る
が
、「
朝
廷
の
後
見
」�

は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、「
身
内
の
後
見
」
と
対
峙
す
る
文
脈
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
王
権
を
巡
っ
て
、
公
私
二
つ
の
後
見
の
論
理
が
存
在
し
、

「
身
内
の
後
見
」
は
狭
い
人
間
関
係
に
限
ら
れ
、
実
質
的
に
王
権
の
中
枢
部

に
機
能
す
る
の
に
対
し
、「
朝
廷
の
後
見
」
は
公
的
で
律
令
国
家
の
ト
ッ
プ

で
あ
る
天
皇
に
対
す
る
臣
下
の
後
見
を
指
し
、
補
佐
的
、
奉
仕
的
機
能
を
す

る
、
と
言
え
よ
う
。
考
え
る
に
、
帝
の
外
戚
関
係
も
、
皇
子
誕
生
の
有
無
、



（26）

言語文化論集　第XXXⅡ巻　第 1号

入
内
女
性
の
早
死
、
後
見
す
る
母
方
祖
父
、
叔
父
の
早
死
、
さ
ら
に
帝
の
父

親
で
あ
る
院
が
生
存
中
で
あ
る
か
否
か
、
院
と
帝
の
母
方
後
見
の
関
係
が
良

好
で
あ
る
か
否
か
と
い
っ
た
諸
要
因
に
よ
っ
て
絶
え
ず
変
化
し
て
お
り
、
必

ず
し
も
常
時
安
定
し
た
後
見
関
係
が
保
た
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
朝
廷
の

後
見
」
は
、
王
権
の
私
的
後
見
関
係
が
弱
体
化
し
た
り
、
或
い
は
王
権
中

枢
部
の
諸
関
係
が
拮
抗
し
た
り
す
る
時
期
に
要
請
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
史
実
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
宇
多
天
皇
が
醍
醐
天
皇
に
譲

位
し
た
際
、
政
治
を
大
納
言
藤
原
時
平
と
権
大
納
言
の
菅
原
道
真
の
二
人
に

委
ね
よ
う
と
し
た
30

。
周
知
の
通
り
、
宇
多
朝
・
醍
醐
朝
は
摂
関
家
と
の
血

縁
関
係
は
薄
い
。
宇
多
天
皇
が
即
位
し
た
際
に
、
あ
の
有
名
な
「
阿
衡
の
紛�

議
」
が
起
こ
っ
た
背
景
に
は
天
皇
親
政
と
摂
関
の
政
権
掌
握
の
拮
抗
が
あ
っ

た
31

に
違
い
な
い
が
、
視
点
を
変
え
て
み
れ
ば
両
者
間
に
は
互
い
に
安
心
で

き
る
後
見
関
係
が
ま
だ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
も
い
え
る
。
こ
れ
は
、

基
経
が
女
子
温
子
を
入
内
さ
せ
、
外
戚
関
係
を
結
ん
だ
後
、
阿
衡
の
紛
議
も

一
応
決
着
が
つ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
分
か
る
。
一
方
、
醍
醐
天
皇
が
即

位
し
た
寛
平
九
年
（
897
）
に
基
経
が
す
で
に
他
界
し
、
そ
の
長
男
で
あ
る
藤

原
時
平
が
二
十
六
歳
で
、
大
納
言
従
三
位
に
上
っ
て
い
る
が
、
醍
醐
天
皇
に

と
っ
て
は
時
平
も
無
論
「
よ
そ
人
」
で
あ
り
、
菅
原
道
真
も
同
様
で
あ
る
。

宇
多
天
皇
は
道
真
に
つ
い
て

  　

�

右
大
将
菅
原
朝
臣
、
是
鴻
儒
也
。
又
深
知
政
事
。
‥
惣
而
言
之
、
菅
原

朝
臣
非
朕
之
忠
臣
、
新
君
之
功
臣
乎
。
人
功
不
可
忘
。
新
君
慎
之
︰
32

と
強
く
推
し
た
。
こ
こ
で
は
「
朝
廷
の
御
後
見
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
用
い
ら

れ
て
い
な
い
が
、
新
帝
醍
醐
天
皇
に
対
す
る
父
親
の
宇
多
院
の
遺
誡
に
よ
っ

て
、「
よ
そ
人
」
の
藤
原
時
平
、菅
原
道
真
が
臣
下
と
し
て
「
朝
廷
の
御
後
見
」

に
な
っ
た
一
例
で
あ
る
。
ま
た
『
小
右
記
』
永
祚
元
年
（
989
）
十
二
月
五
日

条
に
円
融
院
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

晩
景
参
院
。
即
候
御
前
之
次
被
仰
云
、
汝
殊
奉
為
公
家
有
致
至
忠
、
凌

寒
熱
為
御
祈
願
参
入
。
公
卿
無
数
有
礼
止
毛
公
を
思
奉
た
る
無
き
を
、
向
後

必
御
後
見　

 

。
又
行
幸
有
ム
に
可
申
其
由
者
。
余
申
云
、
極
貴
事
也
。

退
位
し
た
円
融
院
が
、
実
資
の
「
公
お
お
や
け」
に
奉
仕
す
る
熱
意
を
褒
め
、
天
皇
の

御
後
見
を
せ
よ
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
時
の
実
資
は
三
十
六

歳
で
、
こ
の
年
の
三
月
二
十
三
日
に
蔵
人
頭
に
再
任
さ
れ
、
正
四
位
で
あ
っ

た
。
実
資
は
無
論
一
条
帝
に
と
っ
て
は
「
よ
そ
人
」
で
あ
り
、
ま
だ
位
も
低

い
の
で
、
円
融
院
の
言
う
「
御
後
見
」
は
、
単
に
蔵
人
頭
と
し
て
の
奉
公
を

指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
父
院
か
ら
言
わ
れ
る
「
御
後
見
」
の
例
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。
円
融
院
と
摂
政
藤
原
兼
家
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
実
際
の
と

こ
ろ
定
か
で
は
な
い
が
、
不
和
で
な
い
に
せ
よ
、
あ
ま
り
親
密
な
関
係
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
永
祚
元
年
の
政
権
構
造
は
、
倉
本
氏
の
分
類
に
よ

れ
ば
、
親
権
を
持
つ
円
融
院
と
母
方
の
後
見
権
を
持
つ
外
祖
父
兼
家
に
よ
っ

て
権
力
の
中
枢
を
構
成
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
33

。
円
融
院
の
言

葉
は
、
一
条
帝
を
取
り
巻
く
外
戚
の
力
に
拮
抗
す
る
意
味
で
、
さ
ら
に
言
え

ば
父
院
と
し
て
の
政
治
力
を
発
揮
し
よ
う
と
し
て
、
蔵
人
頭
実
資
に
天
皇
の

仕
礼
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「
御
後
見
」
を
頼
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
父
院
に
よ
る
「
朝
廷
の
後
見
」

の
要
請
は
、
こ
れ
ま
で
物
語
の
方
法
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
摂
関
政

治
史
的
見
地
か
ら
み
れ
ば
、
先
帝
や
父
院
の
「
遺
命
」、「
遺
勅
」
は
、
天
皇

に
私
的
な
身
内
の
後
見
が
欠
如
し
た
時
の
補
強
策
、
或
い
は
逆
に
天
皇
の
外

戚
に
よ
る
権
力
独
占
に
発
動
す
る
父
院
の
拮
抗
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六　

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
、
平
安
時
代
の
「
後
見
」
を
婚
姻
居
住
規
制
、
財
産
所
有
制
、

政
治
形
態
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
み
て
き
た
。
官
人
制
度
に
よ
っ
て
培
わ
れ

た
男
性
の
経
済
力
、
社
会
組
織
力
は
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
す
で
に
基
層
部

に
浸
透
し
、
個
々
の
家
庭
の
中
で
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

貴
族
一
般
社
会
に
お
い
て
、
女
性
が
父
親
、
さ
ら
に
夫
の
後
見
が
必
要
に
な

り
、
次
第
に
依
存
的
な
立
場
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
と
、
男
性
が
娘
や
妻
を
後

見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
第
に
家
庭
内
の
主
導
権
を
獲
得
す
る
こ
と
と
は
、

そ
も
そ
も
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
王
権
の
中
枢
部
で
は

母
方
の
祖
父
、
叔
父
の
後
見
、
妻
方
の
舅
の
後
見
が
重
要
視
さ
れ
た
の
は
、

そ
の
後
見
の
対
象
が
天
皇
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
幼
少
の
男
子
を
庇
護

す
る
血
縁
的
後
見
の
論
理
と
、
若
年
の
婿
を
支
援
す
る
姻
戚
的
後
見
と
、
主

君
に
対
す
る
臣
下
の
補
佐
的
後
見
の
諸
原
理
が
混
在
し
て
い
る
の
が
看
取
さ

れ
よ
う
。
社
会
基
層
部
の
父
権
、
夫
権
の
「
進
展
」
と
王
権
中
枢
部
の
母
系

原
理
に
は
「
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も�

「
女
性
を
中
継
点
に
男
性
が
主
導
権
を
取
る
」
と
い
う
歴
史
的
進
展
が
背
景

に
あ
る
。
ま
た
王
権
を
巡
っ
て
母
方
・
妻
方
の
後
見
が
重
要
視
さ
れ
な
が
ら

も
、「
朝お
お
や
け廷
」
の
後
見
の
依
頼
や
遺
誡
に
よ
っ
て
発
動
す
る
父
院
の
政
治
力

も
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
父
院
の
政
治
力
は
院
政
期
に

な
る
と
顕
在
化
す
る
の
で
あ
る
。

1	

こ
の
言
葉
は
中
国
の
文
献
に
は
見
ら
れ
ず
、
奈
良
時
代
の
文
献
に
も
見
ら
れ
な
い
。

2	

「
後こ

う
け
ん見

」
は
鎌
倉
時
代
以
降
の
武
家
社
会
の
役
職
名
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。「
後う

し
ろ
み見

」
と
「
後こ

う
け
ん見

」
と
は
無
論
意
味
的
な
連
続
性
が
あ
る
が
、
使
用
さ
れ
る

文
脈
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
、
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、「
後こ
う
け
ん見

」

と
特
別
に
表
記
す
る
も
の
を
除
い
て
、「
う
し
ろ
み
」
を
「
後
見
」
と
表
記
す
る
。

3	

例
え
ば
、
折
口
信
夫
「
日
本
文
学
の
発
生
」（『
折
口
信
夫
全
集
第
７
巻　

国
文
学

篇
１
』
中
央
公
論
社　

一
九
四
二
年
）、
井
上
光
貞
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』

（
井
上
光
貞
著
作
集
第
七
巻　

岩
波
書
店　

一
九
八
五
年　

但
し
、
論
文
の
初
刊
は
一

九
五
〇
年
）
第
二
章
第
一
節
「
天
台
浄
土
教
と
貴
族
社
会
」、
渡
邉
竹
二
郎
「
後
見
の

な
い
姫
君
︱
女
房
文
学
の
主
題
︱
」（
一
）、（
二
）（『
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
』
13
、

14 

一
九
五
八
年
、
一
九
五
九
年
）、
山
中
裕
『
平
安
人
物
志
』（
東
京
大
学
出
版
社�

一
九
七
四
年
）
な
ど
の
論
考
が
あ
げ
ら
れ
る
。

4	
倉
本
一
宏
「『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
「
後
見
」
に
つ
い
て
」（『
栄
花
物
語
研
究
』

第
二
集　

高
科
書
店　

一
九
八
八
年
。
加
藤
洋
介
「「
後
見
」
攷
―
源
氏
物
語
論
の
た

め
に
―
」（『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
一
九
八
八
年
十
二
月
）
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5	

山
中
注
3
前
掲
書

6	
倉
本
注
4
前
掲
論
文
。
氏
に
よ
れ
ば
、『
源
氏
物
語
』
の
中
の
後
見
の
用
例
の
七

割
は
一
般
の
世
話
・
養
育
・
保
護
・
援
助
と
い
っ
た
意
味
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
皇
子
、

東
宮
、
キ
サ
キ
へ
の
後
見
は
、
全
体
の
用
例
の
二
割
程
度
、
公
・
世
・
帝
へ
の
後
見

の
用
例
は
一
割
程
度
だ
と
い
う
。

7	

加
藤
氏
は
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
論
文
「
冷
泉
―
光
源
氏
体
制
と
「
後
見
」」（『
文�

学
』
一
九
八
九
年
八
月
）
の
中
で
、
光
源
氏
の
権
勢
は
二
つ
の
遺
言
―
桐
壷
帝
の
遺

言
と
六
条
御
息
所
の
遺
言
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
と
し
、
光
源
氏
が
冷
泉
帝
と
秋
好

の
「
後
見
」
を
し
、
さ
ら
に
秋
好
が
帝
母
藤
壷
に
代
わ
っ
て
冷
泉
帝
の
「
後
見
」
を

す
る
と
い
う
の
が
、
冷
泉
―
光
源
氏
の
体
制
を
支
え
る
基
本
図
式
で
あ
る
、
と
指
摘

し
た
。

8	

高
木
和
子
「「
後
見
」
に
み
る
光
源
氏
と
女
た
ち
の
関
係
構
造
」（『
国
語
と
国
文

学
』
73
︱
2　

一
九
九
六
八
年
二
月
）
三
角
洋
一
「
光
源
氏
と
後
見
」（『
国
語
と
国

文
学
』
一
九
九
九
年
四
月
）

9	

井
上
光
貞
「
源
氏
物
語
の
佛
教
」（『
源
氏
物
語
講
座
下
巻
』
紫
乃
故
郷
舎　

一
九

四
九
年
）

10	

加
藤
注
4
前
掲
論
文
。
な
お
、
筆
者
も
後
見
の
使
用
例
に
つ
い
て
追
調
査
を
行
い
、

加
藤
氏
の
見
解
を
ほ
ぼ
承
認
し
て
よ
い
と
の
結
論
に
い
た
っ
た
。

11	

高
群
逸
枝
氏
は
こ
の
時
代
の
婚
姻
形
態
を
「
招
婿
婚
」
の
一
段
階
（『
招
婿
婚
の

研
究
』
講
談
社
一
九
五
三
年
）
と
し
て
い
る
が
、「
招
婿
」
と
い
う
語
は
、
女
性
の
家

に
男
系
を
継
承
す
る
男
性
が
い
な
い
為
に
、
婿
を
招
い
て
家
を
継
承
さ
せ
る
こ
と
を

指
す
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
の
で
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
筆
者
は
当
時
の
言
葉
「
婿

取
」
を
用
い
て
、「
婿
取
婚
」
と
す
る
。

12	

但
し
、『
源
氏
物
語
』
及
び
そ
の
他
の
作
品
の
用
例
を
見
て
も
、
親
子
、
兄
弟
姉

妹
間
の
後
見
の
用
例
は
僅
少
で
あ
る
。
普
段
の
家
族
生
活
の
中
で
は
、
後
見
は
こ
と

さ
ら
意
識
さ
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
喪
失
し
た
り
、
或
い
は
朝
廷
な
ど
公
の
場
で
輔
佐

す
る
人
が
必
要
に
な
っ
た
り
す
る
と
き
に
初
め
て
問
題
に
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

13	

吉
田
孝
『
律
令
国
家
と
古
代
社
会
』（
岩
波
書
店
一
九
八
三
年
）
一
三
四
頁
～

一
三
五
頁
。
吉
田
氏
は
イ
ン
セ
ス
ト
・
タ
ブ
ー
、
居
住
規
制
の
あ
り
方
か
ら
、
古
代

日
本
に
お
い
て
、「
母
と
子
と
の
結
び
つ
き
の
ほ
う
が
、
夫
と
妻
と
の
結
び
つ
き
よ
り

強
か
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
、
母
と
（
未
婚
の
）
の
子
と
か
ら
な
る
小
集
団
が
、
社

会
の
も
っ
と
も
基
礎
的
な
単
位
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

14	

婿
を
取
る
側
の
思
惑
は
、『
源
氏
物
語
』
の
主
人
公
の
一
人
で
あ
る
夕
霧
の
「
女

子
う
し
ろ
め
た
げ
な
る
世
の
末
に
て
、
帝
だ
に
婿
求
め
た
ま
ふ
世
」（
宿
木
）
と
い
う

発
言
か
ら
も
窺
え
よ
う
。 

15	

野
村
忠
夫
『
律
令
官
人
制
の
研
究　

増
訂
版
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
六
七
年
）

第
二
編
第
一
章
、
拙
稿
「
嫡
庶
考
（
２
）
―
律
令
・
戸
籍
の
嫡
子
制
度
を
中
心
に
︱
」

（
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科
『
言
語
文
化
論
集
』
二
〇
〇
九
年
三
月
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

16	

婿
取
り
の
主
体
は
必
ず
し
も
父
親
の
み
で
は
な
い
。
母
親
ま
た
そ
の
他
の
後
見
者

も
可
能
で
あ
る
が
、
父
親
の
後
見
が
最
も
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
源
氏
物
語
』

の
東
屋
巻
に
見
え
る
求
婚
者
左
近
少
将
の
例
を
見
れ
ば
分
か
る
。

17	

『
宇
津
保
物
語
』
の
中
に
、
源
正
賴
は
婿
選
び
を
し
て
い
る
際
、「
人
の
婿
と
い
ふ

も
の
は
、
わ
か
き
人
な
ど
を
ば
、
本
家
の
い
た
は
り
な
ど
し
て
た
つ
る
を
こ
そ
は
お

も
し
ろ
き
こ
と
に
は
す
れ
。
い
た
は
り
ど
ろ
こ
も
な
く
て
、
本
家
の
は
づ
か
し
く
も

の
せ
ら
る
る
な
ん
、物
し
き
」（「
内
侍
の
か
み
」）
と
言
う
。「
本
家
」
と
し
て
婿
を
「
い

た
は
る
」
言
い
換
え
れ
ば
婿
を
傅
く
こ
と
は
妻
の
家
の
誉
れ
で
あ
り
、
そ
れ
が
必
要

と
し
な
い
婿
は
興
ざ
め
だ
と
言
っ
て
い
る
。

18	

例
え
ば
、『
小
右
記
』
の
作
者
藤
原
実
資
は
祖
父
藤
原
実
頼
の
養
子
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
『
栄
花
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
藤
原
道
隆
の
ほ
か
腹
の
息
子
藤
原
道
頼
は
祖
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父
藤
原
兼
家
が
養
子
に
し
て
養
育
し
て
い
る
。
高
橋
秀
樹
氏
（「
平
安
貴
族
の
養
子
と

「
家
」」『
日
本
中
世
の
家
と
親
族
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
養
親

子
の
続
柄
に
つ
い
て
「
父
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
妻
方
の
親
族
の
例
も
か
な
り
あ
る

の
に
対
し
、
母
方
の
親
族
の
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
」
と
い
う
。

19	

斎
木
泰
孝
「
女
房
と
女
君
―
後
見
と
い
う
こ
と
―
」
安
田
女
子
大
学
『
国
語
国
文

論
集
』
一
九
八
七
年
六
月

20	

加
藤
洋
一
氏
は
注
4
前
掲
論
文
の
中
で
、「
乳
母
」
を
「
本
来
的
後
見
」
と
し
て

い
る
が
、
主
従
関
係
を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
乳
母
さ
ら
に
乳
母
子
に

よ
る
後
見
を
一
般
仕
者
の
そ
れ
と
の
区
別
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
一
応
輔
佐
的
後

見
と
す
る
。

21	

三
角
洋
一
氏
は
注
8
前
掲
論
文
の
中
で
、
後
見
に
つ
い
て
「
被
後
見
者
が
男
性
か

女
性
か
、
皇
族
か
た
だ
人
か
、
当
面
後
見
が
必
要
と
す
る
理
由
は
成
人
前
の
年
少
時

の
ゆ
え
か
、
成
人
前
後
の
結
婚
問
題
に
か
か
わ
る
か
、
老
後
の
暮
ら
し
む
き
や
威
勢

の
問
題
か
、
同
じ
後
見
で
も
中
宮
職
や
東
宮
坊
の
大
夫
・
亮
・
大
進
の
よ
う
な
職
階
、

或
い
は
女
房
に
お
け
る
上
臈
、
小
上
臈
、
中
臈
、
下
臈
の
ご
と
き
官
品
の
別
が
あ
り

は
し
な
か
っ
た
か
」
と
考
察
上
の
注
意
点
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
倉
本
一
宏
氏
も
「
摂

関
期
の
政
権
構
造
―
天
皇
の
摂
関
と
の
ミ
ウ
チ
意
識
を
中
心
と
し
て
︱
」（『
摂
関
政

治
と
王
権
貴
族
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
九
年
）
の
中
で
、
天
皇
と
摂
関
の
血
縁
の

濃
淡
、
天
皇
の
年
齢
と
権
力
核
に
居
合
わ
せ
た
面
面
の
状
況
を
諸
段
階
に
設
定
し
て

考
察
し
て
い
る
。
本
稿
は
婚
姻
居
住
の
多
層
性
と
流
動
性
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
点

で
、
両
氏
と
異
な
る
が
、
相
互
補
完
的
な
視
点
と
考
え
る
。

22	

平
安
時
代
の
貴
族
に
見
え
る
「
む
か
ひ
腹
」
と
「
ほ
か
腹
」
の
意
識
に
つ
い
て
、

拙
著
『
平
安
貴
族
の
婚
姻
慣
習
と
源
氏
物
語
』
第
二
部
第
三
章
「
多
妻
婚
に
お
け
る

正
妻
の
実
態
―
北
の
方
を
手
が
か
り
に
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

23	

こ
こ
で
い
う
「
養
親
」
と
は
、
子
供
の
養
育
を
す
る
者
を
指
し
、「
継
親
」
は
子

供
の
養
育
は
し
な
い
が
、
関
係
上
、
子
供
の
父
親
或
い
は
母
親
の
配
偶
者
の
こ
と
を

指
す
。

24	

関
口
裕
子
『
日
本
古
代
婚
姻
史
の
研
究　

上
』
十
六
頁
～
二
十
頁　

塙
書
房　

一

九
九
三
年

25	

牧
野
巽
「
東
亜
米
作
民
族
の
財
産
相
続
制
の
比
較
」（『
社
会
学
評
論
』
一
九
五
〇

年
七
月
）

26	

唐
令
と
大
宝
令
の
応
分
条
を
比
較
し
た
中
田
薫
氏
は
「
唐
宋
時
代
の
家
族
共
産
制
」

（『
法
制
史
論
集
第
三
巻
』
岩
波
書
店　

一
九
四
三
年
）
の
中
で
、
唐
令
が
家
族
共
産

制
に
お
け
る
家
産
分
割
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
宝
令
は
財
主
の
死
亡
に
よ
る
遺
産

相
続
法
に
変
更
し
た
、
と
し
て
い
る
。

27	

服
藤
早
苗
『
平
安
朝
の
家
と
女
性
』
平
凡
社　

一
九
九
七
年

28	

倉
本
一
宏
「『
源
氏
物
語
』
に
見
え
る
摂
関
政
治
像
」（『
摂
関
政
治
と
王
朝
貴
族
』

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
〇
年
）
二
三
四
頁

29	

今
井
久
代
「
朝
廷
の
御
後
見
―
光
源
氏
の
誕
生
と
桐
壷
帝
の
視
座
」（『
古
代
中
世

文
学
論
考
（
第
一
集
）』
新
典
社　

一
九
九
八
年
十
月

30	

『
公
卿
補
任
』
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
七
日
三
日
条
に
「
天
皇
譲
位
皇
太
子
同
十

三
日
即
位
七
日
三
日
先
帝
宣
命
云
少
主
未
長
間
万
機
之
政
大
納
言
藤
原
朝
臣
権
大
納

言
菅
原
朝
臣
宣
行
」
と
あ
る
。

31	

弥
永
貞
三
「
阿
衡
の
紛
議
」（
角
田
文
衛
編
『
日
本
と
世
界
の
歴
史
６
』（
学
習
研

究
社　

一
九
七
〇
年
）

32	

『
寛
平
御
遺
誡
』
は
、『
古
代
政
治
社
会
思
想
』（
岩
波
書
店　

一
九
七
九
年
）
よ

り
引
用
し
た
。

33	
倉
本
氏
注
28
前
掲
書




